
(57)【要約】

【課題】一度使用したシングルユース用の内視鏡用処置

具の再使用を未然に防ぐ。

【解決手段】挿入部に設けられたシース１２６の先端部

に鉗子部を設け，挿入部の基端部に設けられた操作部１

１４によりシースに対してワイヤ１２４を進退させるこ

とにより鉗子部を開閉操作可能とする内視鏡用処置具１

１２において，操作部は，シースの基端部を支持するシ

ース支持部１３９と，ワイヤをシース支持部に対して進

退操作可能に支持するワイヤ支持部１３５とを設け，例

えばワイヤカシメ部１３２の進退方向をそれぞれ支持す

る壁部を備えるワイヤ支持部のかかる壁部のうち，鉗子

部の開閉操作時に，より強い力が作用する方向とは逆方

向側の壁部を薄くすることにより，破損容易な脆弱部を

形成する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 を 構 成 す る シ ー ス の 先 端 部 に 鉗 子 部 を 設 け ， 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 設 け ら れ た 操 作
部 に よ り 前 記 シ ー ス に 対 し て ワ イ ヤ を 進 退 さ せ る こ と に よ り 前 記 鉗 子 部 を 開 閉 操 作 可 能 と
す る 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て ；
前 記 操 作 部 は ， 前 記 シ ー ス の 基 端 部 を 支 持 す る シ ー ス 支 持 部 と ， 前 記 ワ イ ヤ を 前 記 シ ー ス
支 持 部 に 対 し て 進 退 操 作 可 能 に 支 持 す る ワ イ ヤ 支 持 部 と を 設 け ，
前 記 ワ イ ヤ 支 持 部 ま た は 前 記 シ ー ス 支 持 部 の い ず れ か に ， 破 損 容 易 な 脆 弱 部 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 脆 弱 部 は ， 前 記 ワ イ ヤ 支 持 部 の 進 退 方 向 の い ず れ か に 前 記 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 の 範 囲 を
越 え る 力 が 作 用 し た と き に 破 損 す る 程 度 の 脆 弱 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に
記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 脆 弱 部 は ， 前 記 ワ イ ヤ 支 持 部 の 進 退 方 向 の う ち ， 前 記 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 時 に ， よ り 強
い 力 が 作 用 す る 方 向 と は 逆 方 向 へ 前 記 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 の 範 囲 を 越 え る 力 が 作 用 し た と き
に 破 損 す る 程 度 の 脆 弱 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ワ イ ヤ 支 持 部 は ， 前 記 ワ イ ヤ の 基 端 部 に 設 け た ワ イ ヤ カ シ メ 部 の 進 退 方 向 を そ れ ぞ れ
支 持 す る 壁 部 を 有 し ，
前 記 脆 弱 部 は ， 前 記 壁 部 の う ち ， 前 記 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 時 に ， よ り 強 い 力 が 作 用 す る 方 向
と は 逆 方 向 側 の 壁 部 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載
の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 脆 弱 部 は ， 前 記 ワ イ ヤ 支 持 部 に 設 け た 前 記 壁 部 の う ち ， 前 記 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 時 に ，
よ り 強 い 力 が 作 用 す る 方 向 側 の 壁 部 よ り も ， そ の 逆 方 向 側 の 壁 部 の 厚 み を 薄 く す る こ と に
よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ワ イ ヤ 支 持 部 は ， 前 記 ワ イ ヤ の 基 端 部 に 設 け た ワ イ ヤ カ シ メ 部 の 進 退 方 向 を そ れ ぞ れ
支 持 す る 壁 部 と ， 該 壁 部 に 連 設 し て 前 記 ワ イ ヤ カ シ メ 部 の 外 周 面 を 覆 う 側 壁 部 と を 有 し ，
前 記 脆 弱 部 は ， 前 記 ワ イ ヤ 支 持 部 の 側 壁 部 外 周 面 に 沿 っ て 切 欠 を 設 け ， 前 記 側 壁 部 の 一 部
の 進 退 方 向 強 度 を 脆 弱 に す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ～ ３
の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 シ ー ス 支 持 部 は ， 前 記 シ ー ス の 基 端 部 に 設 け た シ ー ス カ シ メ 部 の 進 退 方 向 を そ れ ぞ れ
支 持 す る 壁 部 と ， 該 壁 部 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 連 設 し て 前 記 シ ー ス カ シ メ 部 の 外 周 面
を 覆 う 側 壁 部 と を 有 し ，
前 記 脆 弱 部 は ， 前 記 側 壁 部 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か
に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 脆 弱 部 は ， 前 記 シ ー ス 支 持 部 の 側 壁 部 外 周 面 に 切 欠 を 設 け て ， 前 記 側 壁 部 の 一 部 の 進
退 方 向 強 度 を 脆 弱 に す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ７ に 記 載 の
内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 操 作 部 は ， 前 記 シ ー ス 支 持 部 が 設 け ら れ た 前 記 軸 体 と ， 前 記 ワ イ ヤ 支 持 部 が 設 け ら れ
前 記 軸 体 に 対 し て 前 記 進 退 方 向 に 摺 動 操 作 可 能 な 操 作 滑 動 部 と を 備 え ，
前 記 軸 体 の 前 記 操 作 滑 動 部 と の 摺 動 面 に は ， 前 記 操 作 滑 動 部 を 少 な く と も 前 記 脆 弱 部 が 破
損 す る 位 置 以 上 に 摺 動 操 作 し た と き に ， 前 記 操 作 滑 動 部 に 形 成 し た 操 作 滑 動 部 側 係 合 部 と
係 合 す る 前 記 軸 体 側 係 合 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か
に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 軸 体 側 係 合 部 は ， 前 記 軸 体 の 前 記 操 作 滑 動 部 と の 摺 動 面 の う ち ， 前 記 操 作 滑 動 部 の 摺
動 操 作 可 能 な 範 囲 の う ち 少 な く と も 前 記 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 範 囲 を 越 え た 位 置 に 形 成 し た こ
と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 軸 体 の 前 記 操 作 滑 動 部 と の 摺 動 面 に は ， 前 記 軸 体 側 係 合 部 と し て 凸 部 を 形 成 し ，
前 記 操 作 滑 動 部 の 前 記 軸 体 と の 摺 動 面 に は ， 前 記 操 作 滑 動 部 側 係 合 部 と し て 凹 部 を 形 成 し
た こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ， 内 視 鏡 用 処 置 具 に か か り ， 特 に シ ン グ ル ユ ー ス 用 と し て 使 用 さ れ る 内 視 鏡 用 処
置 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 用 処 置 具 で あ る 生 検 鉗 子 は ， 主 に 内 視 鏡 的 処 置 等 で ， 例 え ば 病 変 部 位 の 粘 膜 の 一 部
の 採 取 に 使 用 さ れ る 。 か か る 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 は ， 操 作 部 に 連 設 さ れ ， 内 視 鏡 の 処 置 具 挿
通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る 挿 入 部 を 備 え る 。 挿 入 部 は ， 例 え ば 密 着 コ イ ル 等 か ら 形 成 さ れ
る 可 撓 性 の シ ー ス と ， シ ー ス の 先 端 部 分 に 設 け ら れ て い る 処 置 機 能 部 と な る 鉗 子 部 と か ら
構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 シ ー ス 内 に は ， 軸 線 方 向 に 操 作 部 と 鉗 子 部 を 接 続 す る 操 作 ワ イ ヤ が 進 退 自 在 に 挿 通 さ
れ ， シ ー ス の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 に お い て 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操 作 す る こ と に よ り ， シ
ー ス の 先 端 部 分 に 開 閉 自 在 に 配 置 さ れ た 一 対 の 鉗 子 片 が ， 操 作 ワ イ ヤ の 進 退 操 作 に 連 動 し
て 開 閉 駆 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 の 内 視 鏡 用 処 置 具 と し て ， 消 毒 ， 滅 菌 処 理 に よ り 再 使 用 可 能 と し た リ ユ ー ス 用 の も の
と ， 消 毒 ， 滅 菌 処 理 を 必 要 と し な い １ 回 限 り の 使 用 と な る シ ン グ ル ユ ー ス 用 （ 使 い 切 り 用
） の も の が あ る （ 例 え ば ， 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 シ ン グ ル ユ ー ス 用 の 処 置 具 は ， リ ユ ー ス 用
の 処 置 具 と 比 べ る と 安 価 に 製 造 さ れ て 市 場 に 供 給 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ９ ５ ９ ８ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
シ ン グ ル ユ ー ス 用 の 処 置 具 で も ， 機 能 上 は ， 再 使 用 す る こ と が 可 能 な 場 合 が あ る 。 し か し
， シ ン グ ル ユ ー ス 用 の 処 置 具 を 再 使 用 す る こ と に よ っ て ， 感 染 症 の 誘 発 や 処 置 具 破 損 等 の
事 故 が 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 再 使 用 を 防 止 す る た め ， シ ン グ ル ユ ー ス 用 医 療 用 処 置 具 と し て ， 例 え ば 上 記 特
許 文 献 １ に 記 載 の も の も あ る 。 こ の 処 置 具 は ， 体 腔 内 粘 膜 と 直 接 触 れ な い 部 分 の 少 な く と
も 一 部 の 部 材 を 親 水 性 を 有 す る ポ リ マ ー を 含 む 材 料 で 構 成 し ， か か る ポ リ マ ー を 含 む 材 料
で 構 成 し た 一 部 の 部 材 が 洗 浄 に よ っ て 溶 解 ， 膨 張 あ る い は 柔 軟 化 す る こ と に よ り ， 一 度 使
用 し た 処 置 具 の 再 使 用 を 防 ぐ よ う に な っ て い る 。 し か し ， こ の よ う な 構 造 の 処 置 具 で も ，
使 用 者 の 意 図 し な い 取 り 扱 い に よ っ て ， 使 用 前 あ る い は 使 用 中 に 親 水 性 を 有 す る ポ リ マ ー
を 含 む 材 料 部 位 に 濡 れ た 手 で 触 れ て し ま っ た り ， 検 査 中 に 使 用 す る 患 部 洗 浄 水 等 が 不 意 に
こ ぼ れ て 付 着 し た り し て 使 用 不 能 と な る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で ， 本 発 明 は ， 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り ， 本 発 明 の 目 的 は ， 使 用 中 に
使 用 不 能 と な る こ と な く ， 使 用 後 に 確 実 に 再 使 用 を 不 能 に す る こ と が で き る ， 新 規 か つ 改
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良 さ れ た シ ン グ ル ユ ー ス 用 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば ， 挿 入 部 を 構 成 す る シ ー ス の 先 端
部 に 鉗 子 部 を 設 け ， 挿 入 部 の 基 端 部 に 設 け ら れ た 操 作 部 に よ り シ ー ス に 対 し て ワ イ ヤ を 進
退 さ せ る こ と に よ り 鉗 子 部 を 開 閉 操 作 可 能 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て ， 操 作 部 は ， シ
ー ス の 基 端 部 を 支 持 す る シ ー ス 支 持 部 と ， ワ イ ヤ を シ ー ス 支 持 部 に 対 し て 進 退 操 作 可 能 に
支 持 す る ワ イ ヤ 支 持 部 と を 設 け ， ワ イ ヤ 支 持 部 ま た は シ ー ス 支 持 部 の い ず れ か に ， 破 損 容
易 な 脆 弱 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ， 内 視 鏡 用 処 置 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の と き ， 脆 弱 部 は ， ワ イ ヤ 支 持 部 の 進 退 方 向 の い ず れ か に 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 の 範 囲 を 越
え る 力 が 作 用 し た と き に 破 損 す る 程 度 の 脆 弱 性 を 有 し ， か か る 脆 弱 部 は ， ワ イ ヤ 支 持 部 の
進 退 方 向 の う ち ， 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 時 に ， よ り 強 い 力 が 作 用 す る 方 向 と は 逆 方 向 へ 鉗 子 部
の 開 閉 操 作 の 範 囲 を 越 え る 力 が 作 用 し た と き に 破 損 す る 程 度 の 脆 弱 性 を 有 す る こ と と し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た ， こ の と き ワ イ ヤ 支 持 部 は ， ワ イ ヤ の 基 端 部 に 設 け た ワ イ ヤ カ シ メ 部 の 進 退 方 向 を そ
れ ぞ れ 支 持 す る 壁 部 を 有 し ， 脆 弱 部 は ， か か る 壁 部 の う ち ， 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 時 に ， よ り
強 い 力 が 作 用 す る 方 向 と は 逆 方 向 側 の 壁 部 に 形 成 さ れ ， か か る 逆 方 向 側 の 壁 部 の 厚 み を 強
い 力 が 作 用 す る 方 向 側 の 壁 部 の 厚 み よ り 薄 く す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る こ と と し て も
よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に ， こ の と き ワ イ ヤ 支 持 部 は ， ワ イ ヤ の 基 端 部 に 設 け た ワ イ ヤ カ シ メ 部 の 進 退 方 向 を そ
れ ぞ れ 支 持 す る 壁 部 と ， こ れ ら の 壁 部 に 連 設 し て ワ イ ヤ カ シ メ 部 の 外 周 面 を 覆 う 側 壁 部 と
を 有 し ， 脆 弱 部 は ， ワ イ ヤ 支 持 部 の 側 壁 部 外 周 面 に 沿 っ て 切 欠 を 設 け ， こ の 側 壁 部 の 一 部
の 進 退 方 向 強 度 を 脆 弱 に す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， シ ン グ ル ユ ー ス 用 処 置 具 を 使 用 後 に ， 使 用 者 が 意 図 的 に ワ
イ ヤ 支 持 部 に 設 け ら れ た 脆 弱 部 を 破 損 す る こ と に よ り ， 処 置 具 を 再 使 用 不 能 に す る こ と が
で き る の で ， シ ン グ ル ユ ー ス 用 の 処 置 具 の 再 使 用 に よ る 感 染 症 や 処 置 具 破 損 等 の 事 故 の 発
生 を 未 然 に 防 止 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た ， こ の と き シ ー ス 支 持 部 は ， シ ー ス の 基 端 部 に 設 け た シ ー ス カ シ メ 部 の 進 退 方 向 を そ
れ ぞ れ 支 持 す る 壁 部 と ， こ れ ら の 壁 部 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 連 設 し て シ ー ス カ シ メ 部
の 外 周 面 を 覆 う 側 壁 部 と を 有 し ， 脆 弱 部 は ， 側 壁 部 に 形 成 さ れ ， 具 体 的 に は ， シ ー ス 支 持
部 の 側 壁 部 外 周 面 に 切 欠 を 設 け て ， 側 壁 部 の 一 部 の 進 退 方 向 強 度 を 脆 弱 に す る こ と に よ り
形 成 さ れ て い る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， シ ン グ ル ユ ー ス 用 処 置 具 を 使 用 後 に ， 使 用 者 が 意 図 的 に シ
ー ス 支 持 部 に 設 け ら れ た 脆 弱 部 を 破 損 す る こ と に よ り ， 処 置 具 を 再 使 用 不 能 に す る こ と が
で き る の で ， シ ン グ ル ユ ー ス 用 の 処 置 具 の 再 使 用 に よ る 感 染 症 や 処 置 具 破 損 等 の 事 故 の 発
生 を 未 然 に 防 止 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た ， こ の と き 操 作 部 は ， シ ー ス 支 持 部 が 設 け ら れ た 軸 体 と ， ワ イ ヤ 支 持 部 が 設 け ら れ ，
軸 体 に 対 し て 進 退 方 向 に 摺 動 操 作 可 能 な 操 作 滑 動 部 と を 備 え ， 軸 体 の 操 作 滑 動 部 と の 摺 動
面 に は ， 操 作 滑 動 部 を 少 な く と も 脆 弱 部 が 破 損 す る 位 置 以 上 に 摺 動 操 作 し た と き に ， 操 作
滑 動 部 に 形 成 し た 操 作 滑 動 部 側 係 合 部 と 係 合 す る 軸 体 側 係 合 部 が 形 成 さ れ ， か か る 軸 体 側
係 合 部 は ， 軸 体 の 操 作 滑 動 部 と の 摺 動 面 の う ち ， 操 作 滑 動 部 の 摺 動 操 作 可 能 な 範 囲 の う ち
少 な く と も 鉗 子 部 の 開 閉 操 作 範 囲 を 越 え た 位 置 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-236984 A 2004.8.26



こ の と き ， 具 体 的 に は ， 軸 体 の 操 作 滑 動 部 と の 摺 動 面 に は ， 軸 体 側 係 合 部 と し て 凸 部 を 形
成 し ， 操 作 滑 動 部 の 軸 体 と の 摺 動 面 に は ， 操 作 滑 動 部 側 係 合 部 と し て 凹 部 を 形 成 し た こ と
と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 処 置 具 使 用 後 に 操 作 滑 動 部 を 軸 体 に 対 し て 摺 動 さ せ て 凸 部
と 凹 部 を 嵌 合 さ せ る の で ， 未 使 用 の 処 置 具 と 使 用 済 み の 処 置 具 と の 区 別 が 容 易 と な る の で
， 使 用 済 み の 処 置 具 を 誤 っ て 再 使 用 す る こ と を 未 然 に 防 ぐ こ と が 出 来 る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な
お ， 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は ，
同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
図 １ は ， 本 発 明 に か か る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 適 用 す る 内 視 鏡 １ ０ ０ 全 体 の 概 略 構 成 図 で あ る
。 内 視 鏡 １ ０ ０ は ， 主 と し て ， 挿 入 部 １ ０ ２ と ， 操 作 部 １ ０ ４ と ， ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部
１ ０ ６ を 介 し て 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 （ 図 示 せ ず ） と か ら 構 成 さ れ て い る 。 挿 入 部 １ ０ ２
内 に は ， 後 述 の 内 視 鏡 用 処 置 具 ， 例 え ば 生 検 鉗 子 １ １ ２ を 内 視 鏡 先 端 部 に 導 出 さ せ る た め
の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た ， 操 作 部 １ ０ ４ に は ， 処 置 具 挿 通
口 １ １ ０ が 設 け ら れ ， か か る 処 置 具 挿 通 口 １ １ ０ は ， 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に か か る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る
。 本 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 用 処 置 具 と し て ， 例 え ば 生 検 鉗 子 の 全 体 構 成 図 を 図 ２ に 示 す
。 な お ， 本 実 施 の 形 態 は ， ワ イ ヤ 支 持 部 に 破 損 容 易 な 脆 弱 部 を 設 け た 場 合 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
同 図 に 示 さ れ る 生 検 鉗 子 １ １ ２ は ， 使 用 時 に 術 者 が 操 作 可 能 な 操 作 部 １ １ ４ と ， 使 用 時 に
上 記 内 視 鏡 １ ０ ０ の 処 置 具 挿 通 口 １ １ ０ か ら 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 挿 入 さ れ る 挿
入 部 １ １ ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
操 作 部 １ １ ４ に は ， 軸 体 １ １ ８ が 設 け ら れ ， か か る 軸 体 １ １ ８ の 基 端 側 に は ， 略 リ ン グ 状
の 指 掛 け 部 １ ２ ０ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た ， 軸 体 １ １ ８ に は ， 略 筒 状 に 形 成 さ れ た 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が 軸 方 向 に 対 し て 摺 動 自 在
に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
操 作 滑 動 部 １ ２ ２ に は ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ４ の 基 端 部 を 支 持 す る 後 述 の ワ イ ヤ 支 持 部 が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ４ は ， 細 長 で 可 撓 性 を 有 す る 密 着 コ イ ル 等 で 形 成 さ れ て い る シ ー ス
１ ２ ６ を 貫 通 し て ， か か る 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ４ の 先 端 部 が 処 置 機 能 部 と し て 作 用 す る 鉗 子 部
１ ２ ８ に 連 結 さ れ て い る 。 更 に ， シ ー ス １ ２ ６ の 基 端 部 を 支 持 す る 後 述 の シ ー ス 支 持 部 が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 生 検 鉗 子 １ １ ２ に は ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が 軸 体 １ １ ８ に 対 し て 操 作 さ れ る こ と に よ り
， シ ー ス １ ２ ６ に 対 し て 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ４ が 進 退 操 作 さ れ て ， 鉗 子 部 １ ２ ８ が 開 閉 操 作 さ
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
具 体 的 に は ， 本 実 施 形 態 の 生 検 鉗 子 １ １ ２ は ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 挿 入 部 １ １ ６ 側 に 移 動
さ せ る と 鉗 子 部 １ ２ ８ が 開 き ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 指 掛 け 部 １ ２ ０ 側 に 移 動 さ せ る と 鉗 子
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部 １ ２ ８ が 閉 じ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に ， 本 実 施 形 態 の 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 操 作 部 １ １ ４ の 構 成 の 詳 細 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る
。 図 ３ は ， 本 実 施 形 態 の 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 操 作 部 １ １ ４ の 内 部 構 成 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
軸 体 １ １ ８ に は ， 略 全 長 に わ た り 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 進 退 方 向 に ガ イ ド す る ス リ ッ ト １ ３
０ が 形 成 さ れ て い る 。 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ は ， 内 部 に 形 成 さ れ た 穴 に 軸 体 １ １ ８ が 挿 入 さ れ
た 状 態 で ， 上 記 ス リ ッ ト １ ３ ０ に 沿 っ て ， 進 退 方 向 （ 軸 方 向 ） に 移 動 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
操 作 滑 動 部 １ ２ ２ に 設 け ら れ た ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ は ， 例 え ば 次 の よ う に 構 成 さ れ る 。 ス
リ ッ ト １ ３ ０ の 内 側 に あ る 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 内 部 に は ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ４ の 基 端 部 に 設
け ら れ た ワ イ ヤ カ シ メ 部 １ ３ ２ を 収 め る ワ イ ヤ カ シ メ 収 容 部 １ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ
の ワ イ ヤ カ シ メ 収 容 部 １ ３ ４ に ワ イ ヤ カ シ メ 部 １ ３ ２ が 収 め ら れ る こ と に よ り ， 操 作 ワ イ
ヤ １ ２ ４ は ， 軸 方 向 に 進 退 操 作 可 能 に 支 持 さ れ る 。 こ れ に よ り ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 軸 体
１ １ ８ に 対 し て 摺 動 さ せ る と ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ４ を 進 退 方 向 に 操 作 で き る 。 な お ， ワ イ ヤ
支 持 部 １ ３ ５ の 詳 細 に つ い て は ， 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
操 作 部 １ １ ４ の 先 端 側 に は ， シ ー ス カ シ メ 収 容 部 １ ４ ０ が 設 け ら れ ， か か る シ ー ス カ シ メ
収 容 部 １ ４ ０ に は ， シ ー ス １ ２ ６ の 端 部 に 設 け ら れ た シ ー ス カ シ メ 部 １ ３ ６ が 収 め ら れ て
い る 。 こ れ に よ り ， シ ー ス １ ２ ６ は ， 操 作 部 １ １ ４ に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た ， 本 実 施 形 態 で は ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ と の 摺 動 面 に は ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 少 な く と
も 脆 弱 部 が 破 損 す る 位 置 以 上 に 摺 動 操 作 し た と き に ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ に 形 成 し た 操 作 滑
動 部 側 係 合 部 と 係 合 す る 軸 体 側 係 合 部 が 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は ， 軸 体 １ １ ８ の 先 端
近 傍 の 外 周 面 に ， 軸 体 側 係 合 部 と し て 例 え ば 凸 部 １ ４ ２ が 形 成 さ れ ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の
軸 体 １ １ ８ に 接 す る 内 側 部 分 に ， 操 作 滑 動 部 側 係 合 部 と し て 例 え ば 凹 部 １ ４ ４ が 形 成 さ れ
て い る 。 こ れ に よ り ， 処 置 具 使 用 者 が 使 用 後 に ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 先 端 側 に 摺 動 さ せ ，
凹 部 １ ４ ４ と 凸 部 １ ４ ２ と を 係 合 さ せ る こ と に よ り ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が 軸 体 １ １ ８ に 対
し て 摺 動 さ せ る こ と が 不 能 に な る の で ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ を 一 度 使 用 し た こ と が わ か る よ う
に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に ， 操 作 ワ イ ヤ １ ２ ４ の 基 端 部 を 支 持 す る ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ の 詳 細 に つ い て ， 図 面 を
参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ４ は ， 図 ３ に 示 す ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ ， す な わ ち Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。 操 作 滑 動 部 １ ２
２ を 鉗 子 部 １ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操 作 の 範 囲 を 超 え る 力 が 作 用 し た と き に 破 損 さ れ る よ う に
構 成 し た ， こ の 脆 弱 部 は ， 例 え ば ワ イ ヤ カ シ メ 部 １ ３ ２ を 収 め る ワ イ ヤ カ シ メ 収 容 部 １ ３
４ の 軸 方 向 （ 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 進 退 方 向 ） の 壁 部 の う ち 基 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ の 厚 み の
方 を 先 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ｂ の 厚 み よ り 薄 く 形 成 す る こ と に よ り 構 成 す る 。 ま た ， 基 端 側 の
壁 部 １ ３ ４ ａ の 厚 み は ， 例 え ば 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 鉗 子 部 １ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操 作 の 範 囲
を 超 え る 力 を 作 用 さ せ て ， 先 端 側 へ 更 に 移 動 さ せ る と ， ワ イ ヤ カ シ メ 部 １ ３ ２ に よ り 基 端
側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ が 押 圧 さ れ る こ と に よ り 破 損 さ れ る 程 度 の 脆 弱 性 を 有 す る 薄 さ と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 作 用 に つ い て ， 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ５
は ， 本 実 施 形 態 の 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 実 施 形 態 で は ， 鉗 子 部 １ ２ ８ を 閉 じ る と き は ， 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に ， 操 作 滑 動 部 １
２ ２ を 指 掛 け 部 １ ２ ０ 側 に 移 動 さ せ る 。 ま た ， 鉗 子 部 １ ２ ８ を 開 く と き は ， 図 ５ （ ｂ ） に
示 す よ う に ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 挿 入 部 １ １ ６ 側 に 移 動 さ せ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 鉗 子 部 １ ２ ８ の 開 閉 操 作 に お い て は ， 処 置 部 位 の 粘 膜 等 を 掴 む の に 力 を 加 え る た め ，
通 常 の 鉗 子 部 １ ２ ８ の 開 閉 操 作 時 に は ， 鉗 子 部 １ ２ ８ を 開 く よ り も 閉 じ る 方 が 操 作 滑 動 部
１ ２ ２ を 摺 動 さ せ る の に ， よ り 強 い 力 を 作 用 さ せ る こ と と な る 。 従 っ て ， 操 作 滑 動 部 １ ２
２ を 基 端 側 に 摺 動 さ せ る 方 向 に ， よ り 強 い 力 が 作 用 さ れ る 可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の た め ， 本 実 施 形 態 で は ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ を 使 用 後 は ， （ ｃ ） に 示 す よ う に ， 強 い 力 を
作 用 さ せ る 方 向 と は 逆 方 向 ， す な わ ち 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 鉗 子 部 １ ２ ８ の 開 閉 操 作 の 範 囲
外 と な る 挿 入 部 １ １ ６ 側 へ ， 更 に 移 動 さ せ る と ， 基 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ が ワ イ ヤ カ シ メ 部
１ ３ ２ に 押 圧 さ れ る こ と に よ り 破 損 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
脆 弱 部 を 構 成 す る 基 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ の 破 損 後 は ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 再 び 挿 入 部 １ １
６ 側 に 移 動 さ せ て も ， ワ イ ヤ カ シ メ 部 １ ３ ２ が 基 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ に 支 持 さ れ な く な る
た め ， 鉗 子 部 １ ２ ８ が 開 か な く な る 。 従 っ て ， 使 用 者 は ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 開 閉 操 作 を 再
び 行 う こ と が 不 可 能 と な る 。 換 言 す る と ， 一 度 使 用 し た 生 検 鉗 子 １ １ ２ の 再 使 用 を 未 然 に
防 ぐ こ と が 出 来 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
な お ， 脆 弱 部 と な る 基 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ の 破 損 後 で も ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 基 端 側 に 移
動 さ せ る こ と に よ り 鉗 子 部 １ ２ ８ を 閉 じ る こ と は 出 来 る 。 こ の 場 合 ， 外 見 上 で は ， 生 検 鉗
子 １ １ ２ が 使 用 済 み で あ る か 否 か の 判 断 が つ か な い た め ， 使 用 済 み の 処 置 具 を 誤 使 用 す る
虞 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
そ こ で 本 実 施 形 態 で は ， 上 述 の よ う な 誤 使 用 を 防 ぐ た め に ， 生 検 鉗 子 １ １ ２ を 使 用 後 は ，
操 作 滑 動 部 １ ２ ２ を 更 に 挿 入 部 １ １ ６ 側 に 摺 動 さ せ て ， 前 述 し た よ う に 軸 体 １ １ ８ の 先 端
側 の 近 傍 に 形 成 さ れ た 凸 部 １ ４ ２ と ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の 軸 体 １ １ ８ に 接 す る 内 側 部 分 に
形 成 さ れ た 凹 部 １ ４ ４ と を 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
上 記 の 作 用 に よ り ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ が 軸 体 １ １ ８ に 対 し て 摺 動 さ せ る こ と が 出 来 な く な
る 。 ま た ， 鉗 子 部 １ ２ ８ が 開 い た ま ま の 状 態 と な る の で ， 処 置 具 を 一 度 使 用 し た こ と が 外
見 上 で わ か る よ う に な る 。 更 に ， 鉗 子 部 １ ２ ８ が 開 い た ま ま の 状 態 で あ る た め ， 生 検 鉗 子
１ １ ２ を 再 び 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ０ ８ に 挿 入 で き な く な る こ と よ り ， 一 度 使 用 し た 生
検 鉗 子 １ １ ２ の 再 使 用 を 未 然 に 防 ぐ こ と が 出 来 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
次 に ， ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ に 設 け ら れ る 脆 弱 部 の 変 形 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る
。 図 ６ は ， 本 実 施 形 態 に お い て ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ に 設 け ら れ た 脆 弱 部 の 第 １ の 変 形 例 ，
図 ７ は ， 第 ２ の 変 形 例 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ６ に 示 す よ う に ， 第 １ の 変 形 例 で は ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ 基 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ の 端 部 に
溝 部 １ ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 か か る 構 成 と す る こ と に よ り ， 基 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ が 操
作 滑 動 部 １ ２ ２ を 鉗 子 部 １ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操 作 の 範 囲 を 超 え る 力 が 作 用 し た と き に 溝 部
１ ４ ６ が よ り 破 損 さ れ 易 く な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た ， 図 ６ は ， 一 体 で 形 成 し た 例 を 示 し た が ， 図 ７ に 示 す よ う に ， ワ イ ヤ カ シ メ 収 容 部 １
３ ４ が 形 成 さ れ る ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ を 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ と 別 体 に し て も よ い 。 こ の 場 合
， ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ は ， 側 壁 部 の 外 周 面 に 沿 っ て 切 欠 部 １ ４ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し
て ， 操 作 滑 動 部 １ ２ ２ の フ ラ ン ジ 部 １ ２ ２ ａ に 形 成 さ れ た 孔 （ 図 示 せ ず ） か ら 切 欠 部 １ ４
８ に そ れ ぞ れ 挿 通 さ れ た 支 持 部 材 １ ５ ０ に よ り ， ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ は ， 操 作 滑 動 部 １ ２
２ に 対 し て 支 持 さ れ る 。 こ れ に よ り ， 軸 体 １ １ ８ に 対 し ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ と 操 作 滑 動 部
１ ２ ２ と が 一 体 と な っ て 摺 動 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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こ の 第 ２ の 変 形 例 で は ， ワ イ ヤ カ シ メ 収 容 部 １ ３ ４ の 基 端 側 の 壁 部 １ ３ ４ ａ を 脆 弱 部 に し
て も よ く ， ま た 支 持 部 材 １ ５ ０ を 支 持 す る 突 出 部 １ ３ ５ ａ を 脆 弱 部 と し て も よ い 。 操 作 滑
動 部 １ ２ ２ を 鉗 子 部 １ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操 作 の 範 囲 を 超 え る 力 が 作 用 し た と き ， 基 端 側 の
壁 部 １ ３ ４ ａ ま た は ワ イ ヤ 支 持 部 １ ３ ５ の 基 端 側 の 突 出 部 １ ３ ５ ａ が 破 損 さ れ ， 使 用 者 が
生 検 鉗 子 １ １ ２ の 開 閉 操 作 を 再 び 行 う こ と が 不 可 能 と な り ， 一 度 使 用 し た 生 検 鉗 子 １ １ ２
の 再 使 用 を 未 然 に 防 ぐ こ と が 出 来 る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
次 に ， 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 内 視 鏡 用 処 置 具 ， 例 え ば 生 検 鉗 子 を 図 面 を 参 照
し な が ら 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に か か る 生 検 鉗 子 の 全 体 の 概 略 構 成 図 は ， 図 ２ に 示 す も の
と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ８ は ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 生 検 鉗 子 ２ １ ２ の 操 作 部 ２ １ ４ の 内 部 構 成 を 示 す 部 分 断 面 図
で あ る 。 な お ， 本 実 施 の 形 態 に か か る 生 検 鉗 子 ２ １ ２ の 操 作 部 は ， 第 １ の 実 施 の 形 態 の も
の と ほ ぼ 同 様 で あ る が ， ワ イ ヤ 支 持 部 ２ ３ ５ に は 脆 弱 部 を 設 け ず に ， シ ー ス 支 持 部 ２ ３ ９
に 脆 弱 部 を 設 け て い る 点 で 第 １ の 実 施 の 形 態 の も の と 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 実 施 の 形 態 に か か る 生 検 鉗 子 ２ １ ２ の 軸 体 ２ １ ８ に は ， 略 全 長 に わ た り 操 作 滑 動 部 ２ ２
２ を 進 退 方 向 に ガ イ ド す る ス リ ッ ト ２ ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 か か る ス リ ッ ト ２ ３ ０ の 内
側 に あ る 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ の 内 部 に は ， 操 作 ワ イ ヤ ２ ２ ４ の 基 端 部 に 設 け ら れ た ワ イ ヤ カ
シ メ 部 ２ ３ ２ を 収 め る ワ イ ヤ カ シ メ 収 容 部 ２ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ワ イ ヤ カ シ メ 収
容 部 ２ ３ ４ に ワ イ ヤ カ シ メ 部 ２ ３ ２ が 収 め ら れ る こ と に よ り ， 操 作 ワ イ ヤ ２ ２ ４ は ， 軸 方
向 に 進 退 操 作 可 能 に 支 持 さ れ る 。 こ れ に よ り ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 軸 体 ２ １ ８ に 対 し て 摺
動 さ せ る と ， 操 作 ワ イ ヤ ２ ２ ４ を 進 退 方 向 に 操 作 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
操 作 部 ２ １ ４ の 先 端 部 に は ， シ ー ス ２ ２ ６ の 基 端 部 を 支 持 す る シ ー ス 支 持 部 ２ ３ ９ が 設 け
ら れ て い る 。 こ の シ ー ス 支 持 部 ２ ３ ９ は ， 例 え ば 図 ９ に 示 す よ う に 構 成 さ れ る 。 す な わ ち
， 操 作 部 ２ １ ４ に お け る 軸 体 ２ １ ８ の 先 端 部 に は ， シ ー ス ２ ２ ６ の 基 端 部 を 装 着 す る シ ー
ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ を 取 付 け る た め の 取 付 け 孔 ２ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 な お ， シ ー ス 支
持 部 ２ ３ ９ の 詳 細 は ， 後 述 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ と の 摺 動 面 に は ， 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 少
な く と も 脆 弱 部 が 破 損 す る 位 置 以 上 に 摺 動 操 作 し た と き に ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ に 形 成 し た
操 作 滑 動 部 側 係 合 部 例 え ば 凹 部 ２ ４ ４ と ， 係 合 す る 軸 体 側 係 合 部 例 え ば 凸 部 ２ ４ ２ が 形 成
さ れ て い る 。 こ れ に よ り ， 処 置 具 使 用 者 が 使 用 後 に ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 先 端 側 に 摺 動 さ
せ ， 凹 部 ２ ４ ４ と 凸 部 ２ ４ ２ と を 係 合 さ せ る こ と に よ り ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ が 軸 体 ２ １ ８
に 対 し て 摺 動 さ せ る こ と が 出 来 な く な る の で ， 処 置 具 を 一 度 使 用 し た こ と が わ か る よ う に
な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
次 に ， シ ー ス ２ ２ ６ の 基 端 部 を 支 持 す る シ ー ス 支 持 部 ２ ３ ９ の 詳 細 に つ い て 図 面 を 参 照 し
な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ９ は ， 図 ８ に 示 す シ ー ス 支 持 部 ２ ３ ９ ， す な わ ち Ｂ 部 の 拡 大 図 で あ る 。 図 ９ に 示 す よ う
に ， シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ に は ， そ の 基 端 か ら 開 口 し た 開 口 部 が 設 け ら れ ， こ の 開 口 部
に シ ー ス カ シ メ 部 ２ ３ ６ が 収 め ら れ る 。 こ の 開 口 部 は ， シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ２ ４ ０ に お け
る 軸 方 向 一 方 側 の 壁 部 ２ ３ １ と 側 壁 部 ２ ３ ７ を 構 成 す る 。 シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ の 開 口
端 は ， 軸 体 ２ １ ８ 先 端 部 の 取 付 け 孔 ２ ３ ３ を 構 成 す る 壁 に 当 接 し て お り ， こ の 壁 は ， シ ー
ス カ シ メ 収 容 部 ２ ４ ０ の 軸 方 向 他 方 側 の 壁 部 ２ ４ １ を 構 成 す る 。 こ う し て ， シ ー ス カ シ メ
部 ２ ３ ６ の 軸 方 向 は ， シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ２ ４ ０ を 構 成 す る シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ の 壁
部 ２ ３ １ と 軸 体 ２ １ ８ の 壁 部 ２ ４ １ に よ り 支 持 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
上 記 軸 体 ２ １ ８ の 取 付 け 孔 ２ ３ ３ の 内 側 面 に は ， 雌 ね じ 部 ２ ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の
雌 ね じ 部 ２ ５ ２ の 根 元 側 （ 操 作 部 ２ １ ４ の 基 端 側 ） に は ， 雌 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ８ が 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 雌 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ８ は ， 軸 体 ２ １ ８ の 先 端 部 の 取 付 け 孔 ２ ３ ３ 内 側 の 内 周 に
沿 っ て 切 欠 を 設 け る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
一 方 ， シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ の 軸 体 ２ １ ８ 側 の 端 部 の 外 側 面 に は ， 雄 ね じ 部 ２ ５ ０ が 形
成 さ れ て い る 。 こ の 雄 ね じ 部 ２ ５ ０ は ， 上 記 軸 体 ２ １ ８ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 雌 ね じ 部 ２
５ ２ に 螺 着 さ れ る 。 こ の 雄 ね じ 部 ２ ５ ０ の 根 元 側 （ 操 作 部 ２ １ ４ の 先 端 側 ） に は ， 雄 ね じ
逃 げ 部 ２ ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ は ， シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ の
外 周 に 沿 っ て 切 欠 を 設 け る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
こ の よ う に ， 軸 体 ２ １ ８ の 先 端 部 と シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ と を 螺 着 す る こ と に よ り ， 軸
体 ２ １ ８ に シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ を 軸 方 向 に 容 易 に 取 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
本 実 施 形 態 の シ ー ス 支 持 部 ２ ３ ９ に は ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操
作 の 範 囲 を 超 え る 力 が 作 用 し た と き に 破 損 さ れ る よ う に 構 成 し た 脆 弱 部 を 設 け る 。 本 実 施
の 形 態 で は ， 例 え ば 上 記 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ ， 雌 ね じ 部 逃 げ 部 ２ ４ ８ の い ず れ か 一 方 を 脆
弱 部 と す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
す な わ ち ， 本 実 施 の 形 態 に お け る 脆 弱 部 は ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 部 逃 げ 部 ２
４ ８ が 形 成 さ れ る 部 位 の 厚 み を 薄 く し て ， こ の 部 位 の 軸 方 向 （ 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ の 進 退 方
向 ） に 対 す る 強 度 を 低 く す る こ と に よ り 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 部 逃 げ 部 ２ ４ ８ が 形 成 さ れ る 部 位 の 厚 み は ， 次 の よ う な
脆 弱 性 を 有 す る 程 度 と す る 。 す な わ ち 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操 作
範 囲 外 と な る 先 端 側 へ 更 に 移 動 さ せ る と ， シ ー ス カ シ メ 部 ２ ３ ６ に よ り シ ー ス カ シ メ 収 容
部 ２ ４ ０ の 先 端 側 の 壁 部 ２ ３ １ が 押 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
従 っ て 本 実 施 形 態 で は ， シ ー ス カ シ メ 部 ２ ３ ６ に よ り シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ２ ４ ０ の 先 端 側
の 壁 部 ２ ３ １ が 押 圧 さ れ る こ と に よ り ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 部 逃 げ 部 ２ ４ ８
が 破 損 さ れ る 程 度 の 脆 弱 性 を 有 す る よ う に 上 記 脆 弱 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ れ に よ り ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 通 常 の 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 開 閉 操 作 範 囲 外 に 移 動 さ せ る こ と
に よ り ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 部 逃 げ 部 ２ ４ ８ が 破 損 さ れ る の で ， 生 検 鉗 子 ２
１ ２ の 再 使 用 が 出 来 な く な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
な お ， 本 実 施 の 形 態 で は ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ８ が 破 損 す る 前 に
， 雄 ね じ 部 ２ ５ ０ お よ び 雌 ね じ 部 ２ ５ ２ が 破 損 し な い よ う に す る た め ， 雄 ね じ 部 ２ ５ ０ お
よ び 雌 ね じ 部 ２ ５ ２ の 軸 方 向 （ 操 作 ワ イ ヤ ２ ２ ４ の 進 退 方 向 ） の 強 度 は ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ２
４ ６ お よ び 雌 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ８ の 軸 方 向 の 強 度 よ り 大 き い こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
次 に ， シ ー ス 支 持 部 ２ ３ ９ の 構 成 の 変 形 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ９ に 示 す
も の で は ， シ ー ス カ シ メ 部 ２ ３ ６ を シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ に 装 着 す る 場 合 に つ い て 説 明
し た が ， シ ー ス カ シ メ 部 ２ ３ ６ を 軸 体 ２ １ ８ の 先 端 部 に 備 え た 場 合 の 構 成 例 を 図 １ ０ に 示
す 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
図 １ ０ に 示 す 変 形 例 に お け る シ ー ス 支 持 部 ３ ３ ９ は ， 次 の よ う に 構 成 さ れ る 。 操 作 部 ２ １
４ に お け る 軸 体 ３ １ ８ の 先 端 部 に は ， 軸 体 ３ １ ８ の 外 径 よ り も 小 さ い 径 の 段 部 ３ ５ １ が 形
成 さ れ て い る 。 こ の 段 部 ３ ５ １ 内 に は ， 先 端 側 が 開 口 す る 開 口 部 が 設 け ら れ ， こ の 開 口 部
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に シ ー ス カ シ メ 部 ３ ３ ６ が 装 着 さ れ る 。 軸 体 ３ １ ８ の 段 部 ３ ５ １ 内 の 開 口 部 を 構 成 す る 側
壁 と 軸 方 向 の 壁 は ， そ れ ぞ れ シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ３ ４ ０ の 側 壁 部 ３ ３ ７ と 軸 方 向 他 方 側 の
壁 ３ ４ １ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
軸 体 ３ １ ８ の 段 部 ３ ５ １ の 開 口 端 は ， シ ー ス 取 付 け 部 材 ３ ３ ８ の 取 付 け 孔 ３ ３ ３ を 構 成 す
る 壁 に 当 接 し て お り ， こ の 壁 は ， シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ３ ４ ０ の 軸 方 向 一 方 側 の 壁 部 ３ ３ １
を 構 成 す る 。 こ う し て ， シ ー ス カ シ メ 部 ３ ３ ６ の 軸 方 向 は ， シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ３ ４ ０ を
構 成 す る シ ー ス 取 付 け 部 材 ３ ３ ８ の 壁 部 ３ ３ １ と 軸 体 ３ １ ８ の 壁 部 ３ ４ １ に よ り 支 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
上 記 軸 体 ３ １ ８ の 段 部 ３ ５ １ の 外 側 の 側 面 に 当 接 す る よ う に ， シ ー ス 取 付 け 部 材 ３ ３ ８ の
軸 体 ３ １ ８ 側 の 端 部 に は ， 取 付 け 孔 ３ ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 取 付 け 孔 ３ ３ ３ の 内 側
面 に は ， 雌 ね じ 部 ３ ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 雌 ね じ 部 ３ ５ ２ の 根 元 側 （ 操 作 部 ２ １ ４
の 先 端 側 ） に は ， 雌 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 雌 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ８ は ， シ
ー ス 取 付 け 部 材 ３ ３ ８ の 内 周 に 沿 っ て 切 欠 を 設 け る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た ， 上 記 の 段 部 ３ ５ １ の 外 側 面 に は ， 雄 ね じ 部 ３ ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 雄 ね じ 部
３ ５ ０ の 根 元 側 （ 操 作 部 ２ １ ４ の 基 端 側 ） に は ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
こ の 雄 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ６ は ， 軸 体 ３ １ ８ の 段 部 ３ ５ １ 外 周 に 沿 っ て 切 欠 を 設 け る こ と に よ
り 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に し て も ， 図 ９ に 示 す も の と 同 様 に 軸 体 ３ １ ８ に シ ー ス 取 付 け 部
材 ３ ３ ８ を 軸 方 向 に 容 易 に 取 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
図 １ ０ に 示 す シ ー ス 支 持 部 ３ ３ ９ に は ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操
作 の 範 囲 を 超 え る 力 が 作 用 し た と き に 破 損 さ れ る よ う に 構 成 し た 脆 弱 部 を 設 け る 。 本 変 形
例 で は ， 例 え ば 上 記 雄 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ６ ， 雌 ね じ 部 逃 げ 部 ３ ４ ８ の い ず れ か 一 方 を 脆 弱 部
と す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
す な わ ち ， 本 変 形 例 に お け る 脆 弱 部 は ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 部 逃 げ 部 ３ ４ ８
が 形 成 さ れ る 部 位 の 厚 み を 薄 く し て ， こ の 部 位 の 軸 方 向 （ 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ の 進 退 方 向 ）
に 対 す る 強 度 を 低 く す る こ と に よ り 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
雄 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 部 逃 げ 部 ３ ４ ８ が 形 成 さ れ る 部 位 の 厚 み は ， 次 の よ う な
脆 弱 性 を 有 す る 程 度 と す る 。 す な わ ち 本 変 形 例 に お い て も ， 図 ９ で 示 す 実 施 形 態 と 同 様 に
， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操 作 範 囲 外 と な る 先 端 側 へ 更 に 移 動 さ せ
る と ， シ ー ス カ シ メ 部 ３ ３ ６ に よ り シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ３ ４ ０ の 先 端 側 の 壁 部 ３ ３ １ が 押
圧 さ れ る こ と に よ り ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ８ が 破 損 さ れ る 程 度 の
脆 弱 性 を 有 す る よ う に 上 記 脆 弱 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
こ れ に よ り ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ８ が 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 通 常 の
鉗 子 部 ２ ２ ８ の 開 閉 操 作 範 囲 外 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 破 損 さ れ る の で ， 生 検 鉗 子 ２ １ ２
の 再 使 用 が 出 来 な く な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
な お ， 本 変 形 例 に お い て も ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ８ が 破 損 す る 前
に ， 雄 ね じ 部 ３ ５ ０ ま た は 雌 ね じ 部 ３ ５ ２ が 破 損 し な い よ う に す る た め ， 雄 ね じ 部 ３ ５ ０
お よ び 雌 ね じ 部 ３ ５ ２ の 軸 方 向 （ 操 作 ワ イ ヤ ３ ２ ４ の 進 退 方 向 ） の 強 度 は ， 雄 ね じ 逃 げ 部
３ ４ ６ お よ び 雌 ね じ 逃 げ 部 ３ ４ ８ の 軸 方 向 の 強 度 よ り 大 き い こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
次 に ， 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 作 用 に つ い て ， 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １
１ は ， 本 実 施 形 態 の 生 検 鉗 子 ２ １ ２ の 作 用 説 明 図 で あ る 。 同 図 に お い て ， シ ー ス 支 持 部 ２
３ ９ 近 傍 は ， 部 分 的 に 断 面 図 で 示 す 。
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【 ０ ０ ７ ５ 】
本 実 施 形 態 で は ， 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に ， 鉗 子 部 ２ ２ ８ を 閉 じ る と き は ， 図 １ １ （ ａ
） に 示 す よ う に ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 指 掛 け 部 ２ ２ ０ 側 に 移 動 さ せ る 。 ま た ， 鉗 子 部 ２ ２
８ を 開 く と き は ， 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 挿 入 部 ２ １ ６ 側 に 移 動
さ せ る 。 従 っ て ， 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に ， 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 通 常 の 開 閉 操 作 時 は ， 鉗 子
部 ２ ２ ８ を 閉 じ る 方 向 ， つ ま り 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 基 端 側 に 摺 動 さ せ る 方 向 に よ り 強 い 力
が 作 用 す る 可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
こ の た め 本 実 施 形 態 で は ， 生 検 鉗 子 ２ １ ２ を 使 用 後 は ， 図 １ １ （ ｃ ） に 示 す よ う に ， 強 い
力 を 作 用 さ せ る 方 向 と は 逆 方 向 ， す な わ ち 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 開 閉 操 作 の
範 囲 外 と な る 挿 入 部 ２ １ ６ 側 へ 更 に 移 動 さ せ る と ， シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ 内 に 設 け ら れ
た シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ２ ４ ０ の 先 端 側 の 壁 部 ２ ３ １ ａ が シ ー ス カ シ メ 部 ２ ３ ６ に 押 圧 さ れ
る 。 こ の 壁 部 ２ ３ １ ａ が 押 圧 さ れ る こ と に よ っ て ， 脆 弱 部 と な る 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ が 破
損 さ れ て ， こ の 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ よ り 先 端 側 の シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ が 抜 け て い く 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
本 実 施 形 態 で は ， 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に ， 脆 弱 部 と な る 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ の 破 損 後
で も ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 基 端 側 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 鉗 子 部 ２ ２ ８ を 閉 じ る こ と は 出
来 る 。 し か し ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 再 び 挿 入 部 ２ １ ６ 側 に 移 動 さ せ て も ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ２
４ ６ よ り 先 端 側 の シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ が 抜 け 落 ち て し ま い ， シ ー ス カ シ メ 部 ２ ３ ６ が
シ ー ス カ シ メ 収 容 部 ２ ４ ０ の 先 端 側 の 壁 部 ２ ３ １ ａ に 支 え ら れ な く な る た め に ， 鉗 子 部 ２
２ ８ が 開 か な く な る 。 こ の た め 使 用 者 は ， 生 検 鉗 子 ２ １ ２ の 開 閉 操 作 を 再 び 行 う こ と が 不
可 能 と な る 。 こ れ に よ り ， 一 度 使 用 し た 生 検 鉗 子 ２ １ ２ の 再 使 用 を 未 然 に 防 ぐ こ と が 出 来
る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
し か も ， 本 実 施 形 態 で は ， 上 述 し た よ う に ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 開 閉 操 作
範 囲 外 と な る 先 端 側 に 移 動 さ せ る こ と に よ り ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ よ り 先 端 側 の シ ー ス 取
付 け 部 材 ２ ３ ８ が 抜 け 落 ち て し ま う の で ， 生 検 鉗 子 ２ １ ２ が 使 用 済 み で あ る か 否 か を 容 易
に 判 断 で き る 。 こ の た め ， 使 用 済 み の 処 置 具 の 誤 使 用 を 未 然 に 防 ぐ こ と が 出 来 る 。 従 っ て
， 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は ， 上 述 し た 操 作 滑 動 部 側 係 合 部 例 え ば 凹 部 ２ ４ ４ と 軸 体 側 係 合 部
例 え ば 凸 部 ２ ４ ２ を 形 成 し な く て も ， 生 検 鉗 子 ２ １ ２ が 使 用 済 み で あ る か 否 か を 容 易 に 判
断 で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
ま た ， 本 実 施 形 態 で は ， 雄 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ６ ま た は 雌 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ８ を 脆 弱 部 と し て い
る た め ， 操 作 滑 動 部 ２ ２ ２ を 通 常 の 鉗 子 部 ２ ２ ８ の 開 閉 操 作 範 囲 外 に 移 動 さ せ る こ と に よ
り 雌 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ８ が 先 に 破 損 さ れ る こ と も あ る 。 こ の と き は ， 雌 ね じ 逃 げ 部 ２ ４ ８ よ
り 先 端 側 の 軸 体 ２ １ ８ と シ ー ス 取 付 け 部 材 ２ ３ ８ と が 同 時 に 抜 け 落 ち る こ と に よ り ， 生 検
鉗 子 ２ １ ２ の 開 閉 操 作 を 再 び 行 う こ と が 不 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は か
か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇
内 に お い て 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ ら に つ い て
も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
例 え ば ， 本 発 明 の 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は ， 内 視 鏡 用 処 置 具 の う ち 生 検 鉗 子 に つ
い て 取 り 上 げ て い る が ， 操 作 部 ， 挿 入 部 か ら 構 成 さ れ る よ う な ， 生 検 鉗 子 と 同 様 な 構 成 の
把 持 鉗 子 等 の 内 視 鏡 用 処 置 具 も ， 本 実 施 形 態 と 同 様 な 構 成 ， 作 用 と す る こ と に よ り ， や は
り 同 様 に 再 使 用 防 止 が 可 能 な シ ン グ ル ユ ー ス 用 の 処 置 具 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
ま た ， 本 発 明 の 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は ， 鉗 子 部 が 閉 じ る 方 向 に よ り 強 い 力 を 作
用 さ せ て 操 作 滑 動 部 を 軸 体 に 対 し て 摺 動 さ せ る 処 置 具 に つ い て 取 り 上 げ て い る が ， 鉗 子 部
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の 開 閉 操 作 時 に ， 鉗 子 部 を 開 く 方 向 に よ り 強 い 力 を 作 用 さ せ る 処 置 具 に お い て は ， 脆 弱 部
を ワ イ ヤ 支 持 部 の 先 端 側 に 設 け る こ と に よ り ， 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
更 に ， 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は ， ワ イ ヤ 支 持 部 ま た は シ ー ス 支 持 部 の い ず れ か に
， 破 損 容 易 な 脆 弱 部 を 設 け て い る が ， ワ イ ヤ 支 持 部 お よ び シ ー ス 支 持 部 の 双 方 に 脆 弱 部 を
設 け て も よ い 。 こ の と き ， 脆 弱 部 破 損 後 に 使 用 済 み で あ る こ と が 容 易 に 出 来 る よ う に す る
た め に ， シ ー ス 支 持 部 の 脆 弱 部 の 方 の 脆 弱 性 が 強 い 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に ， 本 発 明 に よ れ ば ， ワ イ ヤ 支 持 部 ま た は シ ー ス 支 持 部 に 設 け た 脆 弱 部
を 使 用 後 に 破 損 す る こ と に よ り ， 使 用 済 み の シ ン グ ル ユ ー ス 用 の 処 置 具 の 再 使 用 を 不 可 能
に す る こ と が で き る の で ， 使 用 済 み 処 置 具 の 再 使 用 に よ る 感 染 症 や 処 置 具 破 損 等 の 事 故 の
発 生 を 未 然 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 全 体 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 用 処 置 具 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 操 作 部 の 内 部 構 成 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ３ で の Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 設 け ら れ た 脆 弱 部 の 他 の 変 形 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 設 け ら れ た 脆 弱 部 の 他 の 変 形 例 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 操 作 部 の 内 部 構 成 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 図 ８ で の Ｂ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に 設 け ら れ た 脆 弱 部 の 他 の 変 形 例 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 　 　 内 視 鏡
１ ０ ２ 　 　 挿 入 部
１ ０ ４ 　 　 操 作 部
１ ０ ６ 　 　 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部
１ ０ ８ 　 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
１ １ ０ 　 　 処 置 具 挿 通 口
１ １ ２ ， ２ １ ２ 　 　 生 検 鉗 子
１ １ ４ ， ２ １ ４ 　 　 操 作 部
１ １ ６ ， ２ １ ６ 　 　 挿 入 部
１ １ ８ ， ２ １ ８ ， ３ １ ８ 　 　 軸 体
１ ２ ０ ， ２ ２ ０ 　 　 指 掛 け 部
１ ２ ２ ， ２ ２ ２ 　 　 操 作 滑 動 部
１ ２ ４ ， ２ ２ ４ ， ３ ２ ４ 　 　 操 作 ワ イ ヤ
１ ２ ６ ， ２ ２ ６ ， ３ ２ ６ 　 　 シ ー ス
１ ２ ８ ， ２ ２ ８ 　 　 鉗 子 部
１ ３ ０ ， ２ ３ ０ 　 　 ス リ ッ ト
１ ３ ２ ， ２ ３ ２ 　 　 ワ イ ヤ カ シ メ 部
１ ３ ４ ， ２ ３ ４ 　 　 ワ イ ヤ カ シ メ 収 容 部
１ ３ ５ ， ２ ３ ５ 　 　 ワ イ ヤ 支 持 部
１ ３ ６ ， ２ ３ ６ ， ３ ３ ６ 　 　 シ ー ス カ シ メ 部
１ ３ ８ ， ２ ３ ８ ， ３ ３ ８ 　 　 シ ー ス 取 付 け 部 材
１ ３ ９ ， ２ ３ ９ ， ３ ３ ９ 　 　 シ ー ス 支 持 部
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１ ４ ０ ， ２ ４ ０ ， ３ ４ ０ 　 　 シ ー ス カ シ メ 収 容 部
１ ４ ２ ， ２ ４ ２ 　 　 凸 部
１ ４ ４ ， ２ ４ ４ 　 　 凹 部
１ ４ ６ 　 　 溝 部
１ ４ ８ 　 　 切 欠 部
１ ５ ０ 　 　 支 持 部 材
２ ３ １ ， ２ ４ １ ， ３ ３ １ ， ３ ４ １ 　 　 壁 部
２ ３ ３ ， ３ ３ ３ 　 　 取 付 け 孔
２ ３ ７ ， ３ ３ ７ 　 　 側 壁 部
２ ４ ６ ， ３ ４ ６ 　 　 雄 ね じ 逃 げ 部
２ ４ ８ ， ３ ４ ８ 　 　 雌 ね じ 逃 げ 部
２ ５ ０ ， ３ ５ ０ 　 　 雄 ね じ 部
２ ５ ２ ， ３ ５ ２ 　 　 雌 ね じ 部
３ ５ １ 　 　 段 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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